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第
百
五
十
三 

  
 

闘 

士 
   
 
 
 
 

一 
  

イ
ン
テ
ッ
ク
の
ほ
か
に
、
地
域
の
計
算
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ

れ
、「
全
国
区
」
に
成
長
し
た
会
社
が
も
う
一
社
あ
る
。
設
立
時
の

名
称
は
「
栃
木
県
計
算
セ
ン
タ
ー
」、
の
ち
に
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
」
の
名
で

知
ら
れ
る
。 

 

Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
社
名
は
、「
栃
木
県
」
の
Ｔ
、「
計
算
」
の
Ｋ
、「
セ
ン

タ
ー
」
の
Ｃ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
事
実
、
ユ
ー

ザ
ー
の
多
く
が
そ
の
よ
う
に
略
し
て
呼
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
同
社

に
よ
る
と
、「
も
う
一
つ
の
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。 

 

こ
の
章
で
は
そ
の
話
を
書
く
。 

 

創
業
者
の
名
「
タ
ケ
シ
」
で
あ
る
。 

 

こ
の
創
業
者
と
い
う
の
が
す
ご
い
。
戦
時
中
は
陸
軍
の
上
官
と
戦

い
、
戦
後
に
は
国
を
相
手
に
戦
っ
た
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
創
業

者
で
こ
れ
ほ
ど
の
闘
士
は
、
後
に
も
先
に
も
い
な
い
。 

 

創
業
は
飯
塚
毅
と
い
う
公
認
会
計
士
が
一
九
四
六
年
四
月
に
開
い

た
「
飯
塚
毅
計
理
士
事
務
所
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

い
や
、
こ
の
表
現
は
正
確
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
公

認
会
計
士
制
度
は
一
九
四
八
年
に
「
公
認
会
計
士
法
」
が
制
定
さ
れ

る
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
四
六
年
四
月
現
在
、
飯
塚
毅
は
計
理
士

の
資
格
を
も
っ
て
事
務
所
を
開
設
し
た
。 

 

飯
塚
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）、
栃
木
県
の
鹿
沼
町
（
の
ち
鹿

沼
市
）
の
布
団
屋
に
生
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
生
家
は
杉
の
皮
を
屋
根
に
葺
い
た
三
軒
長
屋
で
、
四
畳
半
、
六

畳
の
二
間
し
か
な
か
っ
た
」 

 

と
当
人
が
の
ち
に
語
っ
て
い
る
。 

 

少
年
期
に
二
度
の
大
怪
我
を
し
た
。 

 

一
度
目
は
小
学
校
に
入
学
す
る
直
前
、
夜
道
を
無
灯
火
で
走
っ
て

き
た
猛
ス
ピ
ー
ド
の
自
転
車
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
、
そ
れ
が
原
因
で
肋

膜
炎
を
患
っ
た
。
入
院
は
半
年
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
た
め
に

小
学
校
の
入
学
は
普
通
よ
り
一
年
遅
れ
た
。 

 

二
度
目
は
一
九
三
六
年
三
月
、
鹿
沼
農
商
学
校
を
卒
業
す
る
前
夜
、

母
親
と
連
れ
立
っ
て
行
っ
た
銭
湯
で
熱
湯
を
浴
び
た
。
全
身
に
火
傷

を
負
っ
た
が
、
息
子
の
悲
鳴
を
聞
い
て
全
裸
の
ま
ま
男
湯
に
飛
び
込

ん
だ
母
親
の
果
敢
な
行
動
で
一
命
を
取
り
と
め
た
。 

 
―
―
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
、
翌
日
の
卒
業
式
に
卒
業
生

総
代
と
し
て
出
席
し
た
。 

 

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

 

福
島
高
等
商
業
学
校
に
無
試
験
で
進
ん
だ
。 
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同
校
は
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
に
全
国
で
七
番
目
の
高
等
商

業
学
校
と
し
て
、
福
島
市
に
隣
接
し
た
清
水
村
（
の
ち
福
島
市
に
編

入
）
に
創
設
さ
れ
た
。
福
島
県
は
当
時
、
全
国
有
数
の
生
糸
産
地
で

あ
っ
て
、
福
島
市
は
商
業
が
盛
ん
な
土
地
だ
っ
た
。 

 

東
北
地
方
唯
一
の
高
等
商
業
学
校
と
あ
っ
て
、
百
四
十
人
の
定
員

に
対
し
て
三
倍
以
上
の
入
学
希
望
者
が
全
国
か
ら
殺
到
し
た
。
そ
の

難
関
を
無
試
験
で
合
格
し
た
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
秀
才
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
家
か
ら
二
十
五
円
の
送
金
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
や
り

く
り
が
つ
か
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
か
ね
て
座
禅
会
で
知
り
合
っ
た
満
願
寺
の
大
隅
宗
寅
和

尚
に
頼
み
込
ん
で
寄
宿
さ
せ
て
も
ら
い
、
学
校
ま
で
往
復
十
余
キ
ロ

の
道
を
徒
歩
で
往
復
し
た
。
歩
い
て
い
る
間
に
「
論
語
」
を
す
べ
て

暗
誦
し
た
、
と
い
う
。 

 

満
願
寺
は
、
現
在
の
地
番
で
い
う
と
福
島
市
黒
岩
字
上
ノ
町
四
三

に
当
た
る
。「
黒
岩
虚
空
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
虚
空
蔵
信
仰

を
集
め
て
い
た
。 

 

江
戸
時
代
の
福
島
藩
主
で
あ
っ
た
上
杉
、
堀
田
、
板
倉
ら
大
名
が

寄
進
し
た
美
術
品
や
工
芸
品
を
数
多
く
残
し
、
境
内
か
ら
渓
谷
の
断

崖
や
奇
岩
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
阿
武
隈
川
で
あ
る
。 

 

こ
う
書
く
と
、
何
や
ら
豊
田
佐
吉
、
野
口
英
世
と
い
っ
た
明
治
、

大
正
の
こ
ろ
の
立
身
出
世
譚
を
創
作
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
状
況
は
地
方
都
市
に
お
い
て
、
昭
和
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
独
り
飯
塚
に
限
ら
ず
、
貧
家
の
苦
学
生
は
そ
の
よ
う
に
し
て

大
学
を
目
指
し
た
。 

 

東
北
帝
国
大
学
の
文
学
部
法
科
に
入
っ
た
の
は
三
九
年
の
四
月
だ

っ
た
。
こ
こ
で
も
首
席
で
入
学
し
た
た
め
、
東
京
帝
大
法
学
部
の
末

延
三
次
教
授
が
奨
学
金
三
十
五
円
を
出
し
た
。 
 

飯
塚
を
主
人
公
に
高
杉
良
が
著
し
た
経
済
小
説
『
不
撓
不
屈
』
で

は
、「
奇
特
な
人
が
い
た
も
の
だ
。
大
金
持
ち
の
篤
志
家
な
の
だ
ろ

う
」
と
記
し
て
い
る
。 

 

末
延
三
次
は
三
菱
蒸
気
船
会
社
の
ち
の
日
本
郵
船
副
支
配
人
、
明

治
生
命
取
締
役
を
歴
任
し
、
東
京
海
上
火
災
会
長
を
務
め
た
末
延
道

成
の
子
息
で
あ
る
。 

 

三
次
は
父
の
遺
産
の
内
か
ら
百
万
円
を
も
っ
て
「
末
延
財
団
」
を

創
設
し
、
そ
の
基
金
に
よ
る
利
子
の
う
ち
年
五
千
円
を
学
術
研
究
費

と
し
て
帝
国
学
士
院
に
、
残
り
の
利
子
を
有
望
な
学
者
と
貧
困
な
学

生
に
給
費
し
た
。
一
九
五
三
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
東
京
大
学
付
属
図

書
館
館
長
を
務
め
た
。 

 

飯
塚
は
翌
四
〇
年
夏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
文

部
省
主
宰
の
日
比
学
生
会
議
に
日
本
代
表
の
三
十
人
の
一
人
と
し
て

参
加
し
た
。
そ
の
帰
路
、
台
湾
高
雄
港
の
税
関
で
旅
行
カ
バ
ン
か
ら

『
資
本
論
』
の
原
書
が
発
見
さ
れ
て
事
件
に
な
っ
た
。 

 

台
湾
は
こ
の
と
き
日
本
領
で
あ
っ
て
、
か
つ
『
資
本
論
』
は
発
禁

と
な
っ
て
い
た
。
団
長
の
立
教
大
学
教
授
・
松
下
正
寿
が
中
に
入
っ
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て
こ
と
な
き
を
得
た
。 

 
と
も
あ
れ
こ
の
青
年
は
世
渡
り
が
下
手
で
、
何
ご
と
に
も
真
正
面

か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。
真
正
直
で
あ
る
が
た
め
に
〝
事
件
〞
を
引

き
起
こ
す
か
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
癖
が
あ
っ
た
。
闘
士
と
し
て
の

素
養
は
十
分
に
あ
っ
た
。 

 

四
三
年
二
月
、
長
男
・
真
玄
が
誕
生
し
た
直
後
、
宇
都
宮
市
に
駐

屯
し
て
い
た
陸
軍
東
部
軍
第
十
四
師
団
第
四
十
部
隊
に
入
隊
し
た
。

帝
大
生
な
の
で
本
来
で
あ
れ
ば
士
官
見
習
い
と
な
る
べ
き
だ
っ
た
が
、

在
学
中
の
態
度
が
反
抗
的
と
評
価
さ
れ
た
た
め
に
二
等
兵
と
し
て
配

属
さ
れ
た
。 

 

戦
前
の
日
本
陸
軍
は
農
村
の
疲
弊
を
憂
い
青
年
将
校
た
ち
が
決
起

す
る
な
ど
純
粋
な
面
も
あ
っ
た
が
、
日
米
開
戦
を
境
に
そ
の
質
は
急

速
に
悪
化
し
た
。
の
ち
上
等
兵
に
昇
格
、
さ
ら
に
幹
部
候
補
生
と
な

っ
て
東
京
・
小
平
に
あ
っ
た
陸
軍
経
理
学
校
に
入
学
し
た
。 

 

四
四
年
、
群
馬
県
太
田
の
航
空
教
育
隊
、
福
島
県
郡
山
の
航
空
教

育
隊
を
経
て
四
五
年
六
月
、
福
岡
の
第
十
六
方
面
軍
司
令
部
経
理
課

に
配
属
、
さ
ら
に
同
年
七
月
、
熊
本
県
金
峰
山
第
一
線
地
下
陣
地
現

場
長
を
命
じ
ら
れ
、
こ
こ
で
島
原
湾
の
向
こ
う
に
大
き
な
き
の
こ
雲

が
上
が
る
の
を
目
撃
し
た
。 

 

長
崎
に
原
爆
が
投
じ
ら
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

 

八
月
十
五
日
、
天
皇
の
肉
声
に
よ
る
大
詔
渙
発
に
伴
っ
て
陸
軍
予

備
役
主
計
少
尉
に
任
じ
ら
れ
、
九
月
十
八
日
、
故
郷
鹿
沼
に
帰
着
し

た
。
戦
時
下
の
物
資
不
足
で
綿
や
布
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
に

実
家
は
布
団
屋
を
事
実
上
閉
め
、
近
く
の
農
家
か
ら
一
反
歩
の
土
地

を
借
り
て
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
彼
は
「
オ
レ
に
は
農
業
は
似
合
わ
ん
。
別
の
こ
と
で
身

を
立
て
る
さ
」
と
言
っ
た
。
す
で
に
経
理
や
財
務
の
相
談
役
と
な
る

こ
と
を
決
め
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

四
六
年
の
二
月
に
政
府
は
金
融
緊
急
措
置
令
を
公
布
し
、
金
融
機

関
の
預
金
を
封
鎖
し
た
。
同
時
に
公
布
し
た
日
本
銀
行
券
預
入
令
と

と
も
に
、
三
月
二
日
ま
で
に
新
円
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
急
激
な
イ

ン
フ
レ
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
、
飯
塚
は
地
元
の
土
建
業
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
。 

 

「
五
十
万
円
の
預
金
を
凍
結
さ
れ
な
い
方
法
は
な
い
か
」 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

飯
塚
は
法
令
を
精
査
し
、「
別
段
預
金
」
が
凍
結
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
足
利
銀
行
に
別
段
預
金
と
し
て
預
け
、

引
き
下
ろ
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
が
計
理
士
事
務
所
を
開
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 
事
務
所
と
は
い
え
、
実
家
の
布
団
屋
の
二
階
だ
っ
た
し
、
契
約
は

四
七
年
に
な
る
ま
で
一
件
も
な
か
っ
た
。 

 
「
最
初
の
契
約
は
岩
村
木
工
所
と
い
う
従
業
員
二
人
の
零
細
企
業

で
、
顧
問
料
は
月
三
千
円
だ
っ
た
」 

と
い
う
。 
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二 
  

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
か
か
わ
り
で
い
う
と
、
六
〇
年
代
の
前

半
ま
で
、
飯
塚
は
そ
の
外
側
に
い
る
。 

 

四
九
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
公
認
会
計
士
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の

行
動
基
準
書
に
あ
っ
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ー
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
」
を

翻
訳
・
翻
案
し
て
「
巡
回
監
査
報
告
書
」
を
策
定
、
会
計
士
が
公
正

潔
白
で
あ
る
べ
き
旨
を
文
章
化
し
た
。 

 

五
一
年
五
月
に
は
鹿
沼
市
公
益
委
員
会
の
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、

五
五
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
ズ
（
Ａ
Ｐ

Ｌ
）
社
の
日
本
に
お
け
る
税
務
顧
問
に
就
任
し
た
。 

 

六
〇
年
末
時
点
で
飯
塚
毅
会
計
事
務
所
の
職
員
は
鹿
沼
に
三
十
三

人
、
東
京
に
六
人
の
計
三
十
九
人
、
関
与
先
は
四
百
九
十
三
社
に
達

し
、
翌
六
一
年
七
月
に
は
鹿
沼
市
に
鉄
筋
二
階
建
て
の
事
務
所
を
、

十
月
に
は
東
京
都
文
京
区
後
楽
二
丁
目
に
飯
塚
ビ
ル
を
竣
工
さ
せ
て

い
る
。 

 

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
か
か
わ
り
は
希
薄
だ
が
、
し
か
し
栃
木

県
計
算
セ
ン
タ
ー
の
生
い
立
ち
を
語
る
と
き
、
国
税
庁
と
検
察
庁
を

相
手
に
、
国
会
ま
で
巻
き
込
ん
だ
「
飯
塚
事
件
」
は
避
け
て
通
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。 

 

筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
経
緯
を
ど
の
よ
う
に
書
き
表
す
べ
き
か
少

し
く
悩
ん
だ
。
結
果
、「
産
経
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
七
〇
年

八
月
十
九
日
と
十
一
月
十
二
日
の
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
概
要

を
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。 

 

以
下
、
記
事
の
全
文
。 

 

七
〇
年
八
月
十
九
日
付 

栃
木
版
朝
刊 

 

飯
塚
事
件
四
被
告
、
無
罪
を
主
張 

 
 
 
 

最
終
陳
述
で
検
察
側
に
反
論 

 

鹿
沼
市
西
鹿
沼
町
の
飯
塚
会
計
事
務
所
が
、
別
段
賞
与
を
〔
隠
れ

ミ
ノ
〕
に
脱
税
を
指
導
し
て
い
た
と
し
て
国
税
庁
関
東
信
越
国
税
局

に
摘
発
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
飯
塚
事
件
」
で
、
法
人
税
法
違
反
（
脱

税
）
教
唆
と
証
拠
隠
滅
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
鹿
沼
市
樅
山
町
×
×
×
、

○
○
○
○
被
告
（
三
八
）
ら
四
人
の
元
飯
塚
会
計
事
務
所
職
員
に
対

す
る
第
六
十
七
回
公
判
が
、
十
八
日
午
後
、
宇
都
宮
地
裁
（
須
藤
貢

裁
判
長
）
で
開
か
れ
、
四
人
の
被
告
が
最
終
陳
述
を
し
て
結
審
し
た
。 

 

四
人
の
被
告
は
最
終
陳
述
で
「
別
段
賞
与
を
究
明
す
る
の
な
ら
、

な
ぜ
、
別
段
賞
与
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
指
示
命

令
し
た
飯
塚
所
長
を
追
及
し
な
い
の
か
。
命
令
を
忠
実
に
実
行
し
た

わ
れ
わ
れ
兵
隊
だ
け
が
被
告
の
身
に
な
っ
た
の
は
全
く
不
公
平
だ
」、

「
し
か
も
、
別
段
賞
与
が
脱
税
指
導
の
方
法
と
し
て
指
示
、
命
令
し

た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
飯
塚
所
長
が
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
明
白
」、「
検
察
側
の
調
べ
は
、
接
見
禁
止
と
い
う
厳
重
な
身
柄
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拘
留
の
う
え
連
日
連
夜
続
け
ら
れ
た
」「
調
べ
に
あ
た
っ
て
は
、
頭

か
ら
犯
人
扱
い
。
威
圧
や
ヒ
ボ
ウ
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
証
言
を
と

っ
た
。
犯
人
を
作
り
上
げ
て
し
ま
う
―
―
と
い
う
や
り
方
だ
」、「
関

連
会
社
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
、
税
務

署
や
検
察
当
局
に
わ
れ
わ
れ
に
不
利
な
供
述
を
し
た
。
内
容
は
事
実

に
反
す
る
」
―
―
な
ど
い
ず
れ
も
検
察
側
の
主
張
に
激
し
く
反
論
し

て
無
実
を
主
張
。
足
か
け
七
年
間
、
被
告
の
立
場
に
お
か
れ
た
ウ
ッ

プ
ン
を
晴
ら
す
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。 

 
 
 
 

（
文
中
の
住
所
、
被
告
人
名
は
筆
者
に
お
い
て
伏
せ
た
） 

  

七
○
年
十
一
月
十
二
日
付 

全
国
版
朝
刊 

 

飯
塚
会
計
事
務
所
脱
税
事
件
に
判
決 

 
 
 
 

元
職
員
四
人
は
無
罪
別
口
賞
与
指
導
の
証
拠
な
い 

【
宇
都
宮
】
栃
木
県
鹿
沼
市
西
鹿
沼
の
飯
塚
会
計
事
務
所
（
飯
塚
毅

所
長
）
が
別
口
賞
与
を
〔
隠
れ
ミ
ノ
〕
に
加
入
法
人
に
脱
税
を
指
導

し
た
と
し
て
国
税
庁
関
東
信
越
国
税
局
の
摘
発
を
受
け
た
い
わ
ゆ
る

「
飯
塚
事
件
」
で
法
人
税
法
違
反
（
脱
税
）
と
証
拠
隠
滅
罪
に
問
わ

れ
て
い
た
同
会
計
事
務
所
の
元
職
員
四
人
は
十
一
日
の
宇
都
宮
地
裁

の
判
決
で
全
員
無
罪
と
な
っ
た
。
求
刑
は
い
ず
れ
も
懲
役
四
月
だ
っ

た
。
起
訴
い
ら
い
七
年
ぶ
り
の
判
決
で
あ
る
。 

 

（
被
告
人
住
所
、
氏
名
略
） 

 

い
ず
れ
も
三
十
六
―
三
十
七
事
業
年
度
に
関
与
法
人
の
法
人
税
確

定
申
告
に
さ
い
し
、
法
人
税
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
架
空
の
従
業
員
別

口
賞
与
を
計
上
す
る
よ
う
に
関
連
会
社
を
指
導
、
四
人
で
計
八
件
、

四
百
七
十
三
万
円
を
脱
税
さ
せ
た
。 

 

そ
の
後
、
発
覚
を
お
そ
れ
決
算
日
前
に
さ
か
の
ぼ
る
日
付
け
の
臨

時
社
員
総
会
議
事
録
や
従
業
員
の
別
口
賞
与
貸
付
承
諾
書
な
ど
を
偽

造
し
て
脱
税
指
導
の
事
実
を
隠
し
た
―
―
と
し
て
宇
都
宮
地
検
か
ら

起
訴
さ
れ
て
い
た
。 

 

須
藤
裁
判
長
は
判
決
の
中
で
四
人
の
罪
状
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

「
別
口
賞
与
は
仮
装
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
脱
税
を
し
た
こ
と
は

明
白
だ
が
、
被
告
人
が
之
を
教
唆
し
た
事
実
は
証
明
が
な
い
し
、
そ

の
証
拠
を
隠
滅
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
ま
た

「
別
口
賞
与
が
仮
装
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
は
十
分
で
な
く
、
証
拠
隠

滅
罪
も
成
立
し
な
い
」
と
述
べ
、
四
人
全
員
を
証
拠
不
十
分
で
無
罪

に
し
た
。 

 

こ
の
事
件
は
三
十
八
年
二
月
、
国
税
庁
関
東
信
越
国
税
局
が
「
飯

塚
会
計
事
務
所
は
利
益
の
か
な
り
の
部
分
を
還
元
、
従
業
員
別
口
賞

与
の
名
目
で
損
金
と
し
て
計
上
、
同
時
に
そ
れ
と
同
額
を
従
業
員
か

ら
借
り
入
れ
た
形
に
さ
せ
て
税
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
経
理

方
法
を
と
っ
て
い
る
」
と
大
規
模
な
調
査
を
開
始
し
た
。
三
十
九
年

三
月
、
飯
塚
税
理
士
を
税
理
士
法
違
反
で
、
ま
た
○
○
被
告
ら
四
人

の
職
員
を
飯
塚
税
理
士
の
共
犯
と
し
て
宇
都
宮
地
検
に
告
発
し
た
。 

 

同
地
検
で
は
○
○
被
告
ら
四
人
を
逮
捕
、
起
訴
し
た
が
、
当
初
主
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犯
と
し
て
い
た
飯
塚
税
理
士
を
逮
捕
せ
ず
、
不
起
訴
処
分
に
し
た
。

飯
塚
税
理
士
は
「
犯
罪
の
証
拠
も
な
い
単
な
る
予
断
に
よ
っ
て
一
人

の
税
理
士
の
ま
っ
殺
を
は
か
る
も
の
」
と
正
面
か
ら
か
み
つ
き
、
衆

議
院
大
蔵
委
員
会
に
救
済
を
求
め
た
た
め
、
三
十
九
年
三
月
か
ら
三

ヶ
月
間
、
事
件
の
背
景
や
国
税
庁
の
調
査
方
法
を
め
ぐ
っ
て
国
会
で

も
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
国
税
庁
対
飯
塚
事
務
所
の
一
騎
打
ち
と

全
国
的
に
騒
が
れ
た
。 

  

七
〇
年
十
一
月
十
二
日
付 
全
国
版
朝
刊 

【
解
説
】
三
十
八
年
二
月
、
国
税
庁
関
東
信
越
国
税
局
は
「
飯
塚
会

計
事
務
所
に
関
与
す
る
法
人
の
相
当
数
が
、
法
人
税
の
確
定
申
告
に

さ
い
し
て
同
会
計
事
務
所
の
指
導
で
、
利
益
の
部
分
を
還
元
、
従
業

員
別
段
賞
与
の
名
目
で
損
金
と
し
て
計
上
、
同
時
に
こ
れ
と
同
額
を

従
業
員
か
ら
借
り
入
れ
た
形
に
し
て
税
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
―
―
と
い
う
同
一
類
型
の
き
わ
め
て
異
例
の
経
理
方
法
を
と
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
別
段
賞
与
は
最
初
か
ら
支
払
う
意
思
の
な
い

も
の
で
、
飯
塚
事
務
所
の
行
為
は
脱
税
指
導
だ
」
と
し
て
同
事
務
所

や
関
与
法
人
の
大
規
模
な
調
査
を
開
始
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
飯
塚
税
理
士
は
「
犯
罪
の
証
拠
も
な
く
、
単
な
る
予

断
に
よ
っ
て
一
人
の
税
理
士
の
ま
っ
殺
を
は
か
る
も
の
。
事
件
は
背

後
に
高
級
官
僚
の
復
し
ゅ
う
心
に
よ
る
デ
ッ
チ
上
げ
が
あ
る
」
と
正

面
か
ら
対
決
し
た
。
国
税
庁
は
調
査
の
結
果
、
脱
税
指
導
の
事
実
は

明
ら
か
だ
と
し
て
、
三
十
九
年
三
月
、
飯
塚
税
理
士
を
税
理
士
法
違

反
で
、
ま
た
○
○
被
告
ら
四
人
の
職
員
も
共
犯
と
し
て
宇
都
宮
地
検

に
告
発
し
た
。 

 

同
地
検
は
、
飯
塚
税
理
士
を
同
容
疑
で
取
り
調
べ
る
一
方
、
四
人

を
逮
捕
し
た
が
、
三
十
九
年
四
月
、
主
犯
と
さ
れ
て
い
た
飯
塚
税
理

士
が
不
起
訴
処
分
と
な
り
、
○
○
被
告
ら
四
人
だ
け
が
法
人
税
法
違

反
（
脱
税
）
教
唆
と
証
拠
隠
滅
罪
に
罪
状
を
き
り
換
え
ら
れ
て
起
訴

さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
首
な
し
事
件
」
と
な
っ
た
。 

 

足
か
け
七
年
、
約
六
十
回
に
及
ぶ
公
判
に
は
八
十
人
の
証
人
が
出

廷
。
○
○
被
告
ら
が
関
与
法
人
に
別
段
賞
与
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

を
指
導
し
た
の
は
、
脱
税
の
た
め
に
利
益
操
作
を
し
た
架
空
の
も
の

だ
っ
た
の
か
、
本
当
に
支
払
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
―
―
脱
税
指
導

の
犯
意
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
の
一
点
を
核
心
に
争
わ
れ
た
。 

 

こ
の
事
件
に
つ
い
て
飯
塚
税
理
士
は
衆
院
大
蔵
委
員
会
に
救
済
を

求
め
た
た
め
、
三
十
九
年
三
月
か
ら
三
ヶ
月
間
、
国
税
庁
の
調
査
方

法
や
事
件
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
国
会
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
全
国
的

に
税
務
関
係
者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。 

  
同
じ
紙
面
で
あ
り
な
が
ら
、「
別
段
賞
与
」「
別
口
賞
与
」
の
二
通

り
の
表
記
が
使
わ
れ
て
い
る
。
飯
塚
側
に
立
つ
と
「
別
段
賞
与
」、

国
税
・
検
察
側
に
立
つ
と
「
別
口
賞
与
」
と
な
っ
て
、「
段
」
と

「
口
」
の
違
い
だ
け
で
税
法
上
の
解
釈
が
大
き
く
こ
と
な
る
ら
し
い
。
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そ
の
あ
た
り
筆
者
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
当
時
、
こ
の
記
事
を
書

い
た
記
者
た
ち
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
国
会
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
社
会
党
の
衆
院
議
員
・
平

岡
忠
次
郎
、
自
民
党
衆
院
議
員
の
渡
辺
美
智
雄
、
民
社
党
党
首
・
春

日
一
幸
、
社
会
党
参
院
議
員
・
戸
叶
武
、
同
衆
院
議
員
・
戸
叶
里
子

な
ど
で
あ
り
、
と
き
の
大
蔵
大
臣
は
田
中
角
栄
、
大
蔵
省
直
税
部
長

は
鳩
山
威
一
郎
で
あ
る
。 

 

う
ち
渡
辺
美
智
雄
は
当
選
一
回
の
新
人
議
員
だ
っ
た
が
、
栃
木
県

西
那
須
野
町
で
事
務
所
を
開
い
て
い
る
現
職
の
税
理
士
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
国
会
議
事
録
を
読
む
と
、
な
る
ほ
ど
渡
辺
の
舌
鋒
は
鋭

く
国
税
庁
―
―
さ
ら
に
い
え
ば
国
家
権
力
―
―
の
傲
慢
ぶ
り
を
衝
い

て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

計
算
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
の
は
、「
飯
塚
事
件
」
の
う
ち
飯
塚

個
人
に
か
か
わ
る
司
法
調
査
が
終
結
し
た
三
年
後
の
一
九
六
六
年
十

月
だ
っ
た
。
資
本
金
は
百
万
円
で
、
全
国
の
公
認
会
計
士
に
電
算
処

理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。 

 

な
に
ゆ
え
に
計
算
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
た
か
を
自
ら
語
っ
た
講
演
録

が
残
っ
て
い
る
。
七
〇
年
十
一
月
十
一
日
、
仙
台
市
で
開
か
れ
た
東

北
税
理
士
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
熱
弁
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 
 
 

わ
た
く
し
は
昭
和
三
十
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
第

八
回
世
界
会
計
士
会
議
に
参
加
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
計
人
の

危
機
的
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
全
米
七

千
の
銀
行
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
会
計
業
務
に
進
出
し
て
い

る
と
い
う
現
実
で
す
。
わ
た
く
し
は
、
や
が
て
日
本
も
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
に
違
い
な
い
、
と
考
え
ま
し
た
。 

 

今
後
の
会
計
事
務
所
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
は
絶
対
に
避
け
て
通
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
こ
そ
、
わ
た
く
し
は

昭
和
四
十
一
年
十
月
に
株
式
会
社
栃
木
県
計
算
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
ん
で
す
。 

 

そ
し
て
昭
和
四
十
三
年
九
月
に
計
算
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

が
、
第
一
号
会
員
は
渡
辺
美
智
雄
先
生
で
す
。
渡
辺
先
生
に
は
世
に

い
う
「
飯
塚
事
件
」
で
も
、
ず
い
ぶ
ん
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

創
業
時
は
せ
い
ぜ
い
栃
木
県
下
の
会
計
事
務
所
を
相
手
に
と
考
え
て

い
ま
し
た
の
で
、
社
名
を
栃
木
県
計
算
セ
ン
タ
ー
と
し
た
の
で
す
が
、

東
京
に
も
お
客
さ
ん
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
。
そ
う
な
る
と
栃
木

県
計
算
セ
ン
タ
ー
の
社
名
は
馴
染
み
ま
せ
ん
か
ら
、
飯
塚
毅
の
た
け

し
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
て
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
＝
テ
イ
ケ
イ
シ
イ
」

と
し
た
わ
け
な
ん
で
す
。 

 

し
か
し
、
計
算
セ
ン
タ
ー
は
想
像
以
上
に
お
金
が
か
か
り
、
資
金

繰
り
が
そ
り
ゃ
も
う
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
最
愛
の
女
房
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を
質
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
資
金
繰
り
で
苦
労
し
ま
し
た
。

財
産
は
売
り
払
い
、
家
も
二
番
抵
当
、
三
番
抵
当
に
し
て
、
す
ん
で

の
と
こ
ろ
で
丸
裸
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

強
盗
を
や
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
泥
棒
に
入
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
の
で
、
運
転
資
金
を
ど
う
工
面
す
る
か
で
家
内
と
あ
れ
こ
れ

話
し
た
も
の
で
す
。
長
男
に
大
学
院
を
中
退
さ
せ
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
仕

事
を
手
伝
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
な
ん
で
す
。 

し
か
し
、
わ
た
く
し
の
目
は
節
穴
で
は
な
か
っ
た
。 

 

Ｔ
Ｋ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
が
整
備
、
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
会
計
事
務
所
が
増
え
て
き
た
お
陰
で
、
前
途
に

曙
光
が
見
え
て
き
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

繰
り
返
し
ま
す
が
、
自
利
利
他
の
精
神
こ
そ
が
Ｔ
Ｋ
Ｃ
創
設
の
理

念
で
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
は
、
職

業
会
計
人
と
し
て
自
利
利
他
の
精
神
に
反
す
る
ん
で
す
。
ど
う
か
、

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  

講
演
は
予
定
の
一
時
間
を
十
分
ほ
ど
オ
ー
バ
ー
し
て
終
わ
っ
た
。 

演
壇
か
ら
降
り
た
飯
塚
に
、
東
北
税
理
士
会
の
女
子
事
務
員
が
鹿
沼

の
事
務
所
か
ら
電
話
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
打
ち
し
た
。 

 

そ
れ
は
宇
都
宮
地
裁
で
元
職
員
四
人
の
無
罪
判
決
が
出
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
電
話
だ
っ
た
。 
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計
理
士 
国
内
産
業
の
発
展
や
税
法
の
複
雑
化
と
と
も
に
企
業
の
会
計
や
税

務
を
専
門
に
管
理
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
初

め
て
「
会
計
士
法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
時
期
尚
早
と
し
て
制
定
に

い
た
ら
な
か
っ
た
。
二
一
年
初
の
会
計
士
団
体
で
あ
る
社
団
法
人
・
日
本
会

計
士
界
が
発
足
し
、
政
府
が
資
格
認
定
と
制
度
化
に
向
け
て
具
体
化
な
策
を

講
じ
た
の
は
二
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

戦
後
、
財
閥
解
体
に
伴
う
株
式
の
放
出
で
投
資
家
層
が
大
衆
に
拡
大
し
た

こ
と
か
ら
、
公
正
な
株
式
取
引
市
場
の
確
立
と
並
ん
で
投
資
家
保
護
を
目
的

と
す
る
会
計
監
査
制
度
と
会
計
の
専
門
家
を
望
む
声
が
高
ま
っ
た
。
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
）
大
蔵
省
は
計
理
士
制
度
調
査
委
員
会
を
設
け
、
米
英
の
会

計
士
制
度
に
準
じ
た
公
認
会
計
士
法
案
を
作
成
、
同
年
七
月
に
公
認
会
計
士

法
が
成
立
し
た
。 

銭
湯 

戦
前
の
銭
湯
は
い
ま
の
よ
う
に
湯
を
入
浴
に
適
し
た
温
度
に
調
整
せ

ず
、
グ
ラ
グ
ラ
と
沸
か
し
た
熱
湯
の
壺
か
ら
浴
槽
に
湯
を
流
し
込
み
、
入
浴

客
が
冷
水
を
注
い
で
調
整
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
は
江
戸
時

代
の
銭
湯
が
こ
ん
に
ち
の
よ
う
に
肩
ま
で
湯
に
つ
か
る
形
で
な
く
、
膝
ほ
ど

ま
で
の
湯
に
入
っ
て
蒸
気
で
肌
を
蒸
す
方
式
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

蒸
気
が
逃
げ
な
い
よ
う
出
入
口
を
狭
く
低
く
設
け
た
た
め
、室
内
は
薄
暗
く
、

湯
船
を
間
違
え
て
火
傷
を
す
る
人
が
い
な
い
で
も
な
か
っ
た
。 

末
延
道
成 

す
え
の
ぶ
・
み
ち
な
り
／
１
８
５
５
〜
１
９
３
２
。
高
知
県
に

生
ま
れ
一
八
七
九
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
三
菱
蒸
汽
船
会
社
に
入
っ
た
。

日
本
郵
船
副
支
配
人
、
支
店
長
を
経
て
明
治
火
災
の
設
立
に
参
画
し
明
治
生

命
、
東
京
海
上
火
災
の
取
締
役
を
兼
務
し
た
。
ま
た
鉄
道
事
業
に
も
参
加
し

三
菱
財
閥
の
元
老
格
と
さ
れ
た
。 

松
下
正
寿 

ま
つ
し
た
・
ま
さ
と
し
／
１
９
２
９
〜
１
９
８
６
。
京
都
市
に

生
ま
れ
一
九
二
二
年
立
教
大
学
を
出
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
国
際
法
と
政
治

学
を
学
ん
で
二
四
年
に
帰
国
、
立
教
大
学
教
授
と
な
っ
た
。 

大
詔
渙
発 

天
皇
が
自
ら
詔
勅
を
発
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
終

戦
の
詔
勅
」
と
そ
れ
に
伴
う
軍
人
へ
の
告
諭
を
指
す
。 

渡
辺
美
智
雄 

わ
た
な
べ
・
み
ち
お
／
１
９
２
３
〜
１
９
９
５
。
千
葉
県
に

生
ま
れ
一
九
四
三
年
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
専
門
部
を
繰
上
げ

卒
業
と
な
り
学
徒
動
員
で
陸
軍
に
入
っ
た
。
敗
戦
後
復
員
し
連
合
国
軍
総
司

令
部
将
兵
を
相
手
に
し
た
通
訳
で
身
を
立
て
、
読
売
新
聞
社
で
記
者
を
し
た

の
ち
西
那
須
野
町
に
計
理
士
事
務
所
を
開
い
た
。
五
五
年
栃
木
県
議
、
六
三

年
衆
院
議
員
と
な
っ
た
。 

春
日
一
幸 

か
す
が
・
い
っ
こ
う
／
１
９
１
０
〜
１
９
８
９
。
岐
阜
県
の
農

家
に
生
ま
れ
逓
信
講
習
所
高
等
科
を
出
て
一
九
二
九
年
に
上
京
、
の
ち
名
古

屋
中
央
電
話
局
職
員
を
経
て
、
愛
知
県
議
を
二
期
務
め
た
。
敗
戦
の
直
後
に

発
足
し
た
日
本
社
会
党
結
党
に
参
加
し
五
二
年
の
総
選
挙
で
当
選
、
以
後
は

右
派
社
会
党
の
論
客
と
し
て
西
尾
末
広
に
同
心
し
た
。 

戸
叶 

武 

と
か
の
・
た
け
し
／
１
９
０
３
〜
１
９
８
２
。
栃
木
県
に
生
ま

れ
朝
日
新
聞
社
の
記
者
を
経
て
一
九
三
〇
年
上
海
に
渡
っ
て
朝
日
系
列
の

「
大
陸
新
報
」
で
政
治
部
長
を
務
め
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
参
院
議
員
と
な

っ
た
。
七
一
年
栃
木
県
知
事
選
に
立
候
補
し
た
が
現
職
の
横
川
信
夫
に
破
れ

た
。 

戸
叶
里
子 

と
か
の
・
さ
と
／
１
９
０
８
〜
１
９
７
１
。
長
野
県
に
生
ま
れ

一
九
二
九
年
同
志
社
女
子
専
門
学
校
を
出
て
河
上
末
子（
河
上
丈
太
郎
の
妻
）

が
開
い
た
勤
労
者
の
た
め
の
英
語
塾
で
教
師
を
務
め
、
三
〇
年
夫
の
戸
叶
武

と
と
も
に
上
海
に
渡
っ
た
。
こ
こ
で
「
大
陸
新
報
」
の
新
聞
の
記
者
と
な
っ
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た
。
敗
戦
の
翌
年
の
総
選
挙
で
衆
院
議
員
と
な
り
母
子
保
護
や
売
春
防
止
法

の
成
立
に
尽
力
し
た
。 

鳩
山
威
一
郎 

は
と
や
ま
・
い
い
ち
ろ
う
／
１
９
１
８
〜
１
９
９
３
。
鳩
山

一
郎
（
一
八
八
三
〜
五
九
）
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
一
九
四
一
年
東

京
帝
国
大
学
を
出
て
大
蔵
省
に
入
っ
た
。終
戦
時
は
海
軍
主
計
少
佐
だ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
大
蔵
省
に
復
職
し
理
財
局
、
主
計
局
の
局
長
を
歴
任
し
七
一

年
事
務
次
官
と
い
う
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
。
七
四
年
参
院
議
員
と
な

っ
た
。 
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